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～シン学校プロジェクト進行中！～

シン学校プロジェクトとは？

　市内の小中学校は、高度経済成長期の昭和３０～４０年

代に建てられた校舎が多く、築６０年以上の校舎は全体

の２割を超えています。時代とともに変わりゆく学校教

育の中で、古くなった校舎を単に新しく建て替えるので

はなく、新時代にふさわしい学校施設の在り方の検討が

必要となっています。

　このような背景から、地域の公共施設と一体化して校

舎の整備を進める合築も視野に入れて、市民の皆さまと

議論しながら、意見を擦り合わせていくことが、必要か

つ大切なプロセスであると考えました。そこで、今から

３年前の２０２３年の総合教育会議で私が提案し、「シン学

校プロジェクト」としてスタートさせました。

まずは第１期１０校（前期５校・後期５校）

　市の学校施設の現状や、この先の児童・生徒数の見通し、

シン学校プロジェクトの概要を示し、候補となる学校の

提案を募集したところ、市民の皆さまから地域への思い

があふれる数多くのご提案をいただきました。検討を重

ねた結果、２０２４年７月に第１期の対象校１０校が決まりま

した。前期の対象校５校のうち、小学校３校は２０２６年

７月に設計に着手し、残る中学校２校についても、早期

に設計に着手できるよう準備を進めています。

これから本格的な工事が始まります

　現在、富士小・小信中島小・大和南小の３校で、具体

的な形を決める基本設計に着手しています。富士小は、

公民館と放課後児童クラブを合築し、子どもから高齢者

まで幅広い世代が利用できる地域の拠点となる学校にな

ります。小信中島小も、放課後児童クラブとの合築や地

域の方も利用できる多目的室などを整備します。大和南

小は、大和南中を同じ建物内に整備し、市内初の小中一

貫校として９年間、児童・生徒に寄り添う新しい学校に

なります。北部中と南部中についても地域との協議を重

ねており、地域に愛される学校となるように準備を進め

ています。

　こうした「シン学校プロジェクト」による施設の整備

に加え、デジタルの活用や、児童・生徒一人一人に最適

で柔軟な学びが実現できるような、令和の時代にふさわ

しい教育環境の整備を行い、子どもたちがワクワクし、

地域が元気になるような学校を目指します。

もちろん他の地域でも・大胆な構想も

　第１期の対象校には入りませんでしたが、朝日地区で

は小中一貫校とする学校統合、神山地区では小中学校の

入替移転などのご提案がありました。他の地区からも、

学校の統合を伴ったご相談も受けています。これらのご

提案などについては、学校区の再編を視野に入れた議論

や検討が必要になります。地域の皆さまの意向などを踏

まえ、意見交換や協議を行いながら、次の２０３０年代に

進める第２期の計画についても早期の事業開始を目指し

ていきます。

　新しい時代に向けた重要なプロジェクトには、それな

りに巨額の資金が必要となります。そのため「いちのみや

教育応援寄附金」として市民や企業などの皆さまから寄

附を受け付けています。もちろん税制上の優遇措置もあ

りますので、詳しくは市ウェブサイトをご確認ください。

　一宮市の豊かで新しい未来に向けて、市民の皆さまの

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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シン学校プロジェクト  【  第１期  】 対象校

前　期 後　期

小信中島小学校

富 士 小 学 校

大和南小学校

南 部 中 学 校

北 部 中 学 校

今伊勢小学校

黒 田 小 学 校

宮 西 小 学 校

西 成 小 学 校

北 方 中 学 校

応援寄附金

いちのみや




